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2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画／報告 ／ 2018年度 計画案 

2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画 2017年度 海外協力・自然環境保全事業 報告 2018年度 海外協力・自然環境保全事業 計画案 

 

支援事業【インド】 

担当：米山 

 

①有機農業推進の基盤整備事業フォローアップ 

事業名称：環境保全ならびに有機農業指導（2014年開始） 

活動期間：2017年 4月～2018年 3月 

現地協力：CIRHEP 

（Centre for Improved Rural Health and Environmental Protection） 

資金財源：202,000円＜自己資金＞ 

活動地域：タミルナドゥ州トッパンパティ地区デバトール、コタヤム村 

活動目的：有機農業の知識・技術普及と有機農産物市場開拓、 

農業生産性向上と農業労働者の所得向上 

活動計画：農業委員会の進捗、有機認証制度申請の進捗、土壌調査、 

農業生産物のマーケッティング進捗、定期的な報告月１回 

 

期待成果：有機農産物生産量の増産 

 

 

 

活動課題：土壌検査では 2年間の活動では科学的な結果は出ていない。 

     生産性向上、所得向上の明確な数値は示されなかった。 

2018年度以降も事業の経過観察を継続して実施。 

 

 

 

担当：同左 

 

①同左 

事業名称：同左 

活動期間：2017年 4月～2018年 3月 

現地協力：同左 

 

資金財源：202,000円＜自己資金＞ 

活動地域：同左 

活動目的：同左 

 

計画進捗：定期的に担当スタッフがモニタリング、報告 

 

 

活動成果：全体で 60名の農家のうち残り 30名のモデル農家が有機農産物認

証を申請（取得見込みは 2018年 9月）、有機野菜即売所開設 

治水工事により耕作面積が拡大。地下水位の上昇が確認された。 

有機農産物の生産量が前年度に比べて 20%増加。 

活動課題：有機肥料の継続的な生産、事業参加農家は 90%が有機肥料づくり

を実践。有機生産物の販売ルートの開拓、野菜即売所での安定 

     供給 

 

 

担当：同左 

 

①同左 

事業名称：同左 

活動期間：2018年 4月～2019年 3月まで（2020年まで継続予定） 

現地協力：同左 

 

資金財源：30,000円＜自己資金＞ 

活動地域：同左 

活動目的：同左 

 

活動計画：有機農産物の販売が促進されるような調査、方策を立てる。 

     また販売所での仕入れ値、販売値、収益がいくらになっているか 

     の記録をとり運営方法を改善していく。 

期待成果：残りの 2期目申請 30名(今期で全農家が受講完了となる)のモデル

農家が有機農産物認証を取得。治水工事により耕作面積が拡大。地

下水位の調査を継続的におこない水位が下がっているようなら対

策を講じていく。 

活動課題：下記参照 

  
■支援を受けた現地の声 

  延べ 3年間の支援事業で有機肥料づくりの研修に参加し、技術を修得できたことは大きな成果となっている。とくに農作物の生育を助ける肥料や害虫駆除液は役にたっている。降雨量が少ないこの地域では治水工事のおかげで 

 地下水位も上がりとくに飲料水の確保ができるようになっている。一方、農産物への水供給が十分でないため期待した程の収穫にはなっていない。トラクターの支援は耕作地では有効な機材となっているが、取り付ける器械の種類

が少なくできる作業に限界がある。利用者がそれぞれ負担して購入していくには高価なものなので、今後どのように解決していくか検討していく必要がある。 

 現在、町に野菜の即売所があるが販売できる野菜の種類も少なく十分な利益が出ていない。また、町まで運ぶ輸送経費もかかりどのように利益をあげていくかも課題となっている。 
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支援事業【インド】 

担当：米山 

 

②教育ローン、ヤギローン運営の安定化 

事業名称：教育ローン支援事業（2012年より開始） 

活動期間：2017年 4月～2018年 3月 

現地協力：CIRHEP 

（Centre for Improved Rural Health and Environmental Protection） 

資金財源：300,000円＜指定寄付＞ 

活動地域：タミルナドゥ州、ニラコタイ地区 10の SHGウタヤム連合、 

スリ・ムタランマン SHG 

活動目的：高等教育ローン制度導入による経済的支援 

活動計画：ウタヤム連合・・・安定した運営＜原資の支援はなし＞ 

     スリ・ムタランマン・・・教育ローン原資の支援 

     定期的な活動のモニタリング 

 

期待成果：教育ローン受給者で返済終了者の就職進路 

 

 

 

 

活動課題：ウタヤム連合では原資支援を「自分たちのお金」との認識が不足。 

 

 

 

担当：同左 

 

②同左 

事業名称：同左 

活動期間：2017年 4月～2018年 3月 

現地協力：同左 

 

資金財源：380,000円＜指定寄付＞ 

活動地域：同左 

 

活動目的：同左  

計画進捗： ウタヤム連合、スリ・ムタランマン SHGともに適正な運営管理が 

     なされている。 

 

 

活動成果：返済率は 100%。連合のグループでは 34 名、スリ・ムタランマン

のグループでは 12名が利用。 

教育ローンやその他使い道自由なローン開始されている。現在 15

名が利用。ウタヤム連合への資金提供は 2016年度で終了。 

 

活動課題：ウタヤム連合では今後安定した運営が可能になる体制づくり 

     会計担当者、記録係の研修。教育ローン基金を自分たちで運営し

ていくという認識がまだ不足。 CIRHEP に頼りがち。ただし返済

率は 100％を達成。 

 

 

 

担当：同左 

 

②同左 

事業名称：同左 

活動期間：2018年 4月～2019年 3月（事業継続予定） 

現地協力：同左 

 

資金財源：540,000円＜指定寄付＞ 

活動地域： タミルナドゥ州、ニラコタイ地区、スリ・ムタランマン SHG 

 

活動目的： 同左 

活動計画：ヤギローンを受けていたスリ・ムタマンラン SHGメンバー子弟 

     13名を対象にして教育ローン資金の支援、年２回のモニタリング 

     ウタヤム連合では今後安定した運営が可能になる体制づくり 

     会計担当者、記録係の研修、自立できるよう働きかける 

期待成果：13名の教育ローンによる支援で継続的に高等教育が受けられる 

ウタヤム連合が自立して教育ローン基金を運営出来るようになる 

 

 

 

活動課題：定期的なモニタリング＜返済率、使途、成果＞ 

ウタヤム連合が自立して教育ローン基金運営がストップしないよ

うに注意が必要 

■支援を受けた現地の声 

 教育ローン受給者は入学金などまとまったお金が得られて助かっている。また、以前に教育ロ

ーンを受けた学生さん 13 名が卒業してインド各地の企業で働き収入を得ている。そして給与の

一部を実家に仕送りができるまでになっている。実家の親も家計の助けになり、この教育ローン

制度には感謝している。 

現在は 21 名が通学中。進学先の大学専攻は一般教養学、社会学、教育学、ビジネス、商業、

医学など。マスター過程（大学院相当）には社会学、商業、一般教養などに進学した学生もいる。 

教育ローン制度で進学した女性たち 教育ローン制度を管理する女性グループたち 
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支援事業【インド】 

担当：2017年度 米山 

 

③女性を対象にしたエンパワーメント 

事業名称：縫製研修事業（2016年に開始） 

活動期間：2017年 9月～2018年 3月 

現地協力：JSWET(Jai Shakti Women Empowerment Trust) 

資金財源：500,000円＜まちづくり地球市民財団＞ 

活動地域：タミルナドゥ州マドライ地区、メーラカル村 

活動目的：女性の経済的な自立が困難な村において縫製の技術訓練をおこな 

     い現金収入になる仕事を得ていく。 

活動計画：50名のメンバーを対象にした縫製技能研修では、基礎訓練を受け、 

     習得度に応じて電動ミシンによる服飾卸売業者より注文を受けら

れ現金収入が得られるようになる。また、州政府福祉機関より 

     縫製研修受講証明書が発行され就職の機会になる。 

 

期待成果：50名が縫製研修を受け、注文服の受注ができ、現金収集に結び 

     つくようになる。 

 

活動課題：支援事業が 2018年 3月で終了するので、それ以降継続的に技術 

     訓練を受けて高度な縫製ができるようになる。そのための運営経 

     費をどのように捻出していくか、検討していく必要がある。 

 

 

 

担当：同左 

 

③同左 

事業名称：同左 

活動期間：2017年 9月～2018年 3月 

現地協力：同左 

資金財源：525,000円＜まちづくり地球市民財団＋自己財源＞ 

活動地域：同左 

活動目的：同左 

 

 計画進捗：2017 年度より縫製技能研修時間も 2 倍の週 6 時間となり技術も

向上し、縫製できる服飾も多くなった。2月には服飾縫製で成功

している NGO=REYDS を視察訪問して縫製技術や服飾会社からの

注文の取り方などについて学んでいった。25名が参加。 

 

活動成果：50名中 38名が縫製技能研修にて服飾卸売り向上の基準をクリア。

縫製の仕事を得て現金収入となった。就職に有利な縫製研修受講

証明書を全員が授与された。 

活動課題：受講生が技術向上を図り、注文服の受注ができようになる。 

     受講生が 2018年 3月以降も継続的に活動ができるような体制 

     づくりを協議し計画を立て実施していく。 

 

 

 

担当：同左 

 

③縫製研修事業フォローアップ 

事業名称： 同左 

活動期間：2018年 4月～2019年 3月 （2019年支援終了予定） 

現地協力：同左 

資金財源：30,000円＜自己資金＞ 

活動地域：同左 

活動目的： 同左 

 

活動計画：2018年 3月で支援は終了し、その後継続的に活動がおこなわれて 

     いるかのモニタリングを年に 2回おこなっていく。 

       

 

 

期待成果：体制作りの協議は終了し、受講生 50名全員が継続的な技術訓練に

よって注文服の受注ができるようになる。 

活動課題：NGO単体で事業運営ができてるか確認 

 

■支援を受けた現地の声 

女性 50名を対象として事業開始。2017年度は研修時間も週 6時間に倍増されて技能向上に励んだ。その結果 38名が現在の 4,500ルピーの世帯収入から 20%増加し家計の助けとなった。 

2月 6日には当会が 2010年から支援してきた REYDSでの縫製事業工房を 25名が訪問して技術の面、注文縫製の仕方などについて学び「知らない縫製技術でトートバックが作れるなんて驚き」 

「製品の受注方法に驚いた。さっそく実行する。」との反応があった。2018年度以降は受講生の要望で、継続して縫製技能研修を希望しているので指導者給与を分担していくことになっている。 

REYDSでの縫製事業工房を研

修生 25名が訪問の様子。 

 

子供の預け先がない研修生

は子供を連れて参加。 

まちづくり地球市民財団の

支援金によって新たな工業

用ミシン４台を購入。 

チュリダ（外出着）、ナイテ

ィ（普段着）を縫製している。 
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支援事業【インド】 

担当：米山・古園(インターン) 

 

④貧困削減をめざした農業基盤整備と生活環境改善事業（2017年に開始） 

事業名称：有機農業に関する基盤整備及び農村開発事業 

活動期間：2017年 11月～2020年 10月（3年間事業の 1年目） 

現地協力：REYDS TRUST（Rural Education Youth Development Society） 

資金財源：18,000,000円＜外務省 NGO連携無償資金協力＞ 

活動地域：タミルナドゥ州ディンディグル県サナルパティ地区、マンマラス 

     パティ村、S・バラス村、2か村、受益者 150名 

活動目的：降雨量の不足により農業期間が短いため生産物が少ない、土壌が 

     疲弊しているため収穫が少ない、これによる貧困状態に陥って 

     いるため改善策の実施 

活動計画：農業生産性向上のための治水工事、有機肥料づくり研修、 

      灌漑設備、井掘削井戸建設 10基、果樹の植林、 

有機認証申請、住民組織の設置。 

期待成果：農業用水確保のための掘削井戸建設、土壌改善がされることによ 

     る農耕面積の拡大、有機農法による農業生産物の収穫が増加 

     有機農産物の販路開拓 

活動課題：農民の有機農法への理解と実践が可能となるか、組合組織への協 

     力と参加度 

 

 

担当：同左 

 

④同左 

事業名称：同左 

活動期間：2017年 11月～2018年 3月 

現地協力：同左 

資金財源：11,448,000円＜外務省 NGO連携無償資金協力＞ 

活動地域： 同左 

 

活動目的： 同左 

 

 

計画進捗：有機肥料ミミズ肥料生産場建設、肥料づくり研修、掘削井戸建設 

     10基完成、果樹の植林 6,700本、有機認証申請、農民組合の結成 

     治水工事視察、有機農家の視察 

活動成果：ミミズ堆肥 2,450kgが生産され農家に配布。掘削井戸 10基が建設

され農業地への供給、果樹苗木への給水が可能。有機肥料づくり

研修により農家 150世帯で有機肥料が施肥できる。 

活動課題：治水工事の早期完成による耕作面積の拡大 

 

 

担当：2018年度 米山・古園（インターン 7月で満了予定）後任採用１名 

 

④同左 

事業名称：同左 

活動期間：2018年 4月～2019年 10月（フォロー含め 2023年まで継続予定） 

現地協力：同左 

資金財源：16,315,000円＜外務省 NGO連携無償資金協力＞ 

活動地域：同左 

 

活動目的： 同左 

 

 

活動計画：ミミズ堆肥場の新規設置、育苗農地の設置、有機農産物の販路調

査と販売先の確保、有機認証取得、治水工事の早期完成による耕

作面積の拡大 

期待成果：堆肥の生産量の増加、野菜品種の増加と生産量の拡大、収入向上、

生産物の認知度の向上、農民の有機農法への理解、化学肥料から

の移行、輸送手段としてトラックを導入して輸送量の拡大 

活動課題：有機農産物への理解促進を図るためのプログラム開発、有機農法 

     技能修得と実践、成果の蓄積と広報 

■支援を受けた現地の声 

 事業が 2017年 11月から始まり、いろいろな研修や話し合いをとおして農業の基盤整備ができて嬉しくおもっている。これまで資源が少なく、自然条件が悪い中で農業が続けられなくて村から出て行ってしまった農家もある。 

基盤を整備していくには知識や資金も必要になってくる。そのような中で 3年間の事業がスタートしたが農家の協力が不可欠になる。大いに学び、ふたつの村が有機農業のモデルになるようにがんばっていきたい。 

完成した井戸と 

事業開始を祝う式典の様子 

 

現地の行政官と日本の在チ

ェンナイ領事館の副領事が

出席。 
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タミルナドゥ州 

州都：チェンナイ 

言語：タミル語 （国の公用語は英語・ヒンディー語） 

宗教：ヒンドゥー教 （最多） 

面積：約 130,100㎢ （北海道、九州、四国を足した広さ） 

気候：熱帯サバンナ （雨期 4～5カ月・乾期 7～8カ月） 

※近年は工業、製造業、ＩＴ産業が発展中 

インド全体 地図 タミルナドゥ州 主要都市および周辺地図 

■事業地の位置について 

①環境保全ならびに有機農業指導事業 デパトール地区 

②教育ローン支援事業 ニラコタイ地区 

③縫製研修事業 マドライ地区 

④有機農業に関する基盤整備及び農村開発事業 サナルパティ地区 

 

※ ＬＩＦＥ駐在事務所は④に所在 

首都 

ニューデリー 

① 
② 
③ 

④ 
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支援事業【インドネシア】 

担当：古賀・米山 

 

① スンバ島での有機農業推進 -1（2014年に開始） 

事業名称：低所得者層の生活向上のための有機野菜作り支援事業 

活動期間：2017年 4月～2017年 9月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX） 

資金財源：三井住友銀行ボランティア基金 100万円、自己資金 50万円 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県ワイクドゥ村 

活動目的：就業機会のない農村部住民が野菜の栽培・販売で収入を得る。 

活動計画：研修受講希望者を募り 20世帯 20名を選ぶ 

     研修内容は有機肥料の作成（家畜のフンと周辺の植物を利用）、 

有機防虫剤の作成（周辺の植物を利用）、育苗（苗ポットはバナナ

の葉で作成）、苗の畑への作付、作物の交配、野菜の世話等。 

栽培する野菜は、たまねぎ、白菜、唐辛子、キャベツ、ゴーヤ、 

すいか、インゲン、チンゲンサイ、トマト、きゅうり、 

じゃがいも、なす、ブロッコリー、ほうれんそう、空芯菜など 

期待成果：就業する機会のない農村部住人が野菜を栽培し、販売して収入を

得る 

 

 

 

活動課題：販売ルートの開拓、収入の増加。 

 

 

担当：同左 

 

①同左 

事業名称：同左 

活動期間：同左 

現地協力：同左 

資金財源：同左 

活動地域：同左 

活動目的：同左 

計画進捗：給水設備整備、有機農業技術指導ともに計画通りに進み終了した。  

 

 

 

 

 

 

活動成果：20 世帯 20 人が参加し、研修終了後は自立して有機肥料を作り有

機野菜を栽培できるようになった。野菜の種類は、玉ねぎ、トマ

ト、チンゲン菜、白菜、長ネギ、キャベツ、いんげんなど。現金

収入は一か月におよそ 2,000円。その後、研修を受講したメンバ

ーが中心となり他の住民に野菜作りを広めている。 

活動課題：研修終了後も一定期間は技術や販売の様子を見て、村人たちが今

後野菜農家として自立できるようフォローする。販売ルートに関

しては下記参照。 

 

 

担当：同左 

 

①同左 

事業名称：スンバ島農村部低所得者のための野菜作り技術指導 

活動期間：2018年 4月～2019年 3月 

現地協力：同左 

資金財源：一般財団法人ゆうちょ財団 999,400円、自己資金 67万円 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県モンドゥランビ村 

活動目的：同左 

活動計画： 2017年度計画に同じ 

 

 

 

 

 

 

期待成果：今年度の事業地である新規の村で一から野菜作り研修を行うが、

これまでの経験を活かして研修終了までに就業する機会のない農

村部住人が野菜栽培を行い販売して収入を得られるようにする。 

 

 

活動課題：事業地が町から片道 3時間と遠いところにあるが、事業地の管理

が行き届くようにする。 

 

■支援を受けた現地の声 

人力で水を汲んでいたが、川の流れを動力にしたポンプを設置したことにより畑まで水をくみ上げ

ることができるようになった。 

 ⇒   

まだ市場の使用料を払って販売できるほどの収穫量がないので、市場の外の路上で野菜を販売させてもらっている。いずれは、市場の

中でたくさん販売したい。 

←市場の中での販売は使用料がかかる ←市場の外の路上 
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2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画／報告 ／ 2018年度 計画案 

 

 

 

  

2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画 2017年度 海外協力・自然環境保全事業 報告 2018年度 海外協力・自然環境保全事業 計画案 

 

支援事業【インドネシア】 

担当：古賀・米山 

 

①スンバ島での有機農業推進 -2 

事業名称：スンバ島農村部低所得者のための有機農業研修および井戸建設 

活動期間：2017年 4月～2018年 3月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX） 

資金財源：自己資金 10万円 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県ムバタプフ村 

活動目的：給水設備のない村からの野菜作り研修開催の要望があった。 

活動計画：研修は、雨季の間に雨水を利用して進め終了する。井戸建設は雨

季の間は中止。雨季が完全に終了する 5月頃再開予定。井戸の完

成後は降雨に左右されることなく野菜作りを行う。 

期待成果：井戸が完成し、井戸水で野菜作りを行う。 

 

 

活動課題：地下 40メートルで井戸掘りをする職人の確保。 

 

 

 

担当：同左 

 

①同左 

事業名称：同左 

活動期間：同左 

現地協力：同左 

資金財源：自己資金 162,854円 

活動地域：同左 

活動目的：同左 

計画進捗：井戸が未完成のため降雨による野菜作り研修を開催した。 

 

 

活動成果： 野菜を作るための基礎知識（種まき、育苗、畑への苗の移し替え、

有機肥料作りなど）を研修し、野菜の収穫ができた。 

     深井戸用手動ポンプをインドから輸入した。 

活動課題：井戸掘り職人が見つからないので、井戸建設を断念し安全を考慮

してフタをする。輸入したポンプを他の深井戸に取り付ける。 

 

 

 

担当：同左 

 

①同左 

事業名称：同左 

活動期間：2018年 4月～2019年 3月 

現地協力：同左 

資金財源：2017 年度の LIFE からラジオ MAX への送金額の中からラジオ MAX

が充当する。 

活動地域：同左 

活動目的：井戸建設中止により、安全を考慮しフタをする。 

活動計画：ラジオ MAX主導でフタ設置を進める。 

 

期待成果：村人の安全の確保。 

 

 

活動課題：井戸建設断念の要因を究明し、報告書にまとめる。  

インドから輸入した深井戸用手動ポンプを他の井戸に設置。 

■支援を受けた現地の声 

野菜の作り方は覚えました。雨が降れば野菜を作ることができます。あとは一年中使える水が欲しいです。とにかく井戸が完成してほしいです。 

  

＜重労働の水汲み＞                         ＜野菜作り研修＞          ＜未完成の井戸＞     ＜深井戸用手動ポンプ＞ 

                 
         川は低いところを流れている。   畑作り    有機肥料作り    畑へ移し替え      

               人は丘の上の平らな所に住む                              土壌の乾燥を防ぐため藁で覆う 

 

 

 



8 

 

2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画／報告 ／ 2018年度 計画案 

 

 

 

  

2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画 2017年度 海外協力・自然環境保全事業 報告 2018年度 海外協力・自然環境保全事業 計画案 

 

支援事業【インドネシア】 

担当：古賀・米山 

 

② スンバ島での植林推進（2015年に開始） 

事業名称：緑化推進のためのマングローブ植林事業 

活動期間：2017年 7月～2018年 6月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX） 

資金財源：緑の募金 55万円、カリッジマーケット 24万円、自己資金 1万円 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県カル村 

活動目的：荒廃した自然環境の回復のため 

活動計画： 沿岸部の環境保全のため教会の日曜学校が中心となりマングロー

ブをおよそ 3,500本植林 

期待成果：沿岸のマングローブが回復する。島の緑化の推進になる。 

活動課題：植林後のマングローブの管理。植林地のごみ拾い。 

 

 

 

担当：同左 

 

②同左 

事業名称：同左 

活動期間：同左 

現地協力：同左 

資金財源：同左 

活動地域：同左 

活動目的：同左 

計画進捗：同左 

 

 

活動成果： 沿岸部の環境保全のため教会の日曜学校が中心となりマングロー

ブをおよそ 3,500本植林。1月 6日、2月 9日には宣伝をして人を

集め、大々的に植林を行った。地域の住人だけでなく、スンバ島

の国立公園のスタッフや軍、警察関係からも参加があり、のべ 300

人たちが植林活動に参加した。 

活動課題：植林後のマングローブの管理。植林地のごみ拾い。盗伐の監視。 

 

 

担当：同左 

 

②同左 

事業名称：同左 

活動期間：2018年 7月～2019年 6月 

現地協力：同左 

資金財源：緑の募金 53.1 万円、カリッジマーケット 30 万円、自己資金 22

万円 

活動地域：同左 

活動目的：同左 

活動計画：マングローブ苗木 3,500本植林、植林イベントの開催、現地メデ

ィアへの広報活動、植林後の見回り、海岸のごみ拾い。 

期待成果：地元住民の環境保全への理解が定着する。 

 

 

 

 

活動課題：植林後のマングローブの管理。植林地のごみ拾い。盗伐の監視。 

■支援を受けた現地の声 

20年ほど前まではこの海岸はマングローブの森だったが、盗伐されてしまった。今度は木を盗まれないようにして、スンバの自然環境を守っていきたい。 

 

白く枯れた木はかつてのマングローブ        2017年度の植林地 

        

 

 

 

 

2016 年度植林地

 
 2016年度植林地 

2017年度植林地 

2018年度植林予定地 
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2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画／報告 ／ 2018年度 計画案 

 

  

2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画 2017年度 海外協力・自然環境保全事業 報告 2018年度 海外協力・自然環境保全事業 計画案 

 

支援事業【インドネシア】 

担当：古賀・米山 

 

③ スンバ島農村部の子ども支援-1（2016年に開始） 

事業名称：東スンバ県農村部の子どもの教育環境改善事業（新規事業） 

活動期間：2017年 4月～2018年 3月 

現地協力：東スンバ県教育局 

資金財源：日本労働組合総連合会 60万円、自己資金 20万円 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県、中部ジャワ 

活動目的： 東スンバ県農村部の低所得者層家庭で通学用バッグを購入できな

い子どもたちの学力向上・通学意欲の継続ならびにバッグ製作者

である中部ジャワの貧困世帯の主婦たちの現金収入増加を目指す 

 

 

活動計画：中部ジャワの女性グループが生活水準向上を目的にして製作した

バッグを配付する。試作品をいくつか作成し、スンバ島で検討し

確定する。まず約 2,000個作成予定。来年度以降毎年 5,000個ず

つ継続して作成する予定。 

 

 

 

期待成果：子どもたちへ通学用バッグ 2,000個の支給。バッグの贈呈式を開

催する。 

活動課題：事業期間内に目標の個数製作を達成する。 

 

 

担当：同左 

 

③同左 

事業名称：同左 

活動期間：同左 

現地協力：同左 

資金財源：日本労働組合総連合会 60万円、自己資金 5万円  

活動地域：同左 

活動目的：同左 

 

 

 

 

計画進捗：4、5月   バッグのデザイン 

6月    試作品完成 

7月-1月  バッグの製作（2,000個） 

2月    スンバ島へ発送、到着 

3月        各小学校へ配付、贈呈式 

 

 

活動成果：バッグ 2,000個を 26校へ配付した。子どもたちの学習意欲や登校

状況については、来年度現地調査をする。 

活動課題：製作者の女性グループたちがスケジュール通りに縫製作業、梱包

作業等を行って納期に間に合わせる。 

 

 

担当：同左 

 

③同左 

事業名称：同左（2年目） 

活動期間：2018年 4月～2019年 3月 

現地協力：同左 

資金財源：日本労働組合総連合会 50万円、自己資金 8.4万円 

活動地域：同左 

活動目的： 東スンバ県農村部の低所得者層家庭で通学用バッグを購入できな

い子どもたちの学力向上・通学意欲の継続、ならびにバッグ製作

者である中部ジャワの貧困世帯の主婦たちの現金収入増加を目指

す。2017年度にバッグを配布された子どもたちの生活を調査し、

まとめた冊子を作成する。 

活動計画：4、5月  バッグの新デザイン 

6月      新デザイン完成 

7月      LIFE職員によるバッグを配布された子どもたちの調査 

7月-1月  バッグの製作（2,000個） 

1月       冊子の作成 

2月      スンバ島へ発送、到着 

3月      各小学校へ配付、贈呈式 

期待成果：バッグ 2,000個を 2018年度割り当てられた小学校へ配付。 

冊子を作成する。 

活動課題：バッグの納期厳守、および冊子の完成。 

 

■支援を受けた現地の声  

 東スンバ県教育局局長 東スンバ県副知事 東スンバ県教育局職員 製作者の中部ジャワ女性グループ 

    

村の子どもたちは山道を学用品を手に持って登校して

います。これからはこのバッグを使ってさらに勉学に精

進することを願っています。 

村の家庭はどこも貧しくバッグを購入できないどこ

ろか、町に出るための交通費すら持っていないので

す。この度のご支援に感謝します。 

他の村からもバッグが欲しいと言われると思いますが、順番

に全ての学校に行き渡ることを理解し待つように話します。 

この事業のために私たちの家計がとても助かりました。遠

く離れたスンバ島の子どもたちが一生懸命に勉強する励

みになればと思っています。 
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2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画／報告 ／ 2018年度 計画案 

 

  

2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画 2017年度 海外協力・自然環境保全事業 報告 2018年度 海外協力・自然環境保全事業 計画案 

 

支援事業【インドネシア】 

担当：古賀・米山 

 

④ スンバ島農村部の子ども支援-2 

事業名称：東スンバ県農村部の子どもたちの絵本寄付事業（2016年開始） 

活動期間：2016年 4月～2018年 3月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX） 

資金財源：きしゃぽん古本募金 1万 3千円 

活動地域：インドネシア・スンバ島東スンバ県 

活動目的： スンバ島には図書館がない。図書室がある学校もほとんどなく、

あっても蔵書が少ない。スンバ島の子どもたちの将来の可能性を

広げるためにラジオ MAX事務所内に子ども図書館を作った。子ど

もたちは放課後ここへ来て自由に読書をすることができる。 

活動計画： LIFE はきしゃぽん古本募金から入る寄付を利用し、インドネシ

ア都市部でインドネシア語の絵本を購入してスンバ島の子どもた

ちに届ける。 

 

期待成果：子どもたちが様々な本に接し、知識を増やす。 

 

 

 

 

活動課題：古本募金の宣伝を積極的に行い、寄付額を増やす。 

 

 

担当：古賀・米山 

 

③同左 

事業名称： 同左 

活動期間：2016年 4月～2018年 3月 

現地協力： 同左 

資金財源：きしゃぽん古本募金 １万円（本代、運搬費含む） 

活動地域：同左 

活動目的： 同左 

 

 

 

計画進捗：4-3月：古本募金の宣伝、きしゃぽん古本募金からの寄付の入金。 

3月：インドネシアのマカッサルで子ども向け百科事典を購入し、

ラジオ MAXに手渡し。子ども図書館の蔵書に追加した。 

 

活動成果：LIFEの SNS（ブログ、メルマガ、フェイスブック、ツイッター等）

で古本募金をお知らせし会報にチラシを折り込むなど広報活動に

力を入れた結果多くの方が古本募金に参加した。そのご寄付で、

今年度はラジオ MAXの子ども図書館に百科事典を追加した。子ど

もたちは知らなかった事に関心を持ち視野が広がった。 

活動課題：古本募金に日本人がボランティア参加できるようにする。 

 

 

 

担当：古賀・米山 

 

③同左 

事業名称： 同左 

活動期間：2018年 4月～ 

現地協力：同左 

資金財源：きしゃぽん古本募金、自己資金 

活動地域：同左 

活動目的： スンバ島には図書館がない。図書室がある学校もほとんどなく、

あっても蔵書が少ない。スンバ島の子どもたちの将来の可能性を

広げるために本を読む機会のないスンバ島の子どもたちにきしゃ

ぽん古本募金からの募金を利用して絵本を届ける。 

活動計画： 今年度の古本募金から日本人のボランティアを加える計画をして

いる。きしゃぽんからの寄付で日本で絵本を購入し、インドネシ

ア語に翻訳したラベルを切り貼りしてその絵本に貼ることにより

日本人ボランティアが活動に参加できるようにする。 

期待成果：子どもたちが様々な本に接し、知識を増やす。 

日本人がスンバ島の絵本寄付活動に参加する。 

 

 

 

活動課題： きしゃぽん募金協力者とボランティア参加者を増やす。 

■支援を受けた現地の声  

小学校で文字を習ったから本を読むことができるよ。いろんな乗り物の絵や説明があって楽しい。 

 

マカッサルの本屋で子ども向け百科事典を探す米山事務局長    2017年度購入した本        届けた本を子ども図書館で読む子どもたち 
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2017年度 海外協力・自然環境保全事業 計画／報告 ／ 2018年度 計画案 

  

2018年度 海外協力・自然環境保全事業 計画案 

 

支援事業【インドネシア】 

担当：古賀・米山 

 

⑤ Ｎ連事業開始のための準備 

事業名称：農業基盤整備及び農村開発（予定） 

準備期間：2018年 4月～2020年 3月 

現地協力：ワインガップラジオマックスコミュニティー財団（ラジオ MAX）、MARADA、Suluh Lingkungan Consultan 

資金財源：自己資金 30万円/年 

活動地域：スンバ島 

活動目的： 2021年度からスンバ島でＮ連事業を行うに当たり、2020年度に外務省に助成申請する。その事前調査を 2年間で行う。 

活動計画： 年 2回調査のための渡航、現地協力団体による調査および資料収集 

期待成果：スンバ島の緑化および将来に向けた環境保全、農作物生産による村人の現金収入の増加および栄養改善を目指す。 

活動課題：規模が大きくなるので、農業、植林、給水などの各分野を専門とするスンバ島にある複数のＮＧＯと連携する。 

 

■インドネシア 基本情報 

首都：ジャワ島 ジャカルタ 

言語：インドネシア語（公用語） 

宗教：イスラム教（80～90％） 

面積：約 1,905,000㎢ （日本の約 5倍） 

気候：熱帯多雨・熱帯サバンナ 

※言語は民族ごとに数多あり 

■スンバ島東部 基本情報 

県庁所在地：ワインガプ 

言語：インドネシア語（村の日常会話はスンバ語等） 

宗教：キリスト教・マラプ精霊信仰 

面積：11,150㎢ （四国より小さい程度） 

気候：熱帯サバンナ （雨期 2カ月・乾期 10カ月） 

※西側と東側で気候は異なる 

■スンバ島の伝統文化 

・巨石を用いた王族の墓 

・精霊マラプ（先祖）が宿るトンガリ屋根の住居 

・イカット（織物） 

・・・など 

石を用いた王族の墓 特徴的な住居と 

伝統的な織物 



12 

 

 

2017年度 海外協力・自然環境保全事業 報告【インドネシア 資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スンバ島の地図 

東スンバ県 

中部ジャワ・・・女性グループによる通学用バッグ製作 

カル村・・・環境保全と生活向上のためのマングローブ植林事業 

ワイクドゥ村・・・有機野菜作り研修 

縫製作業 通学用バッグ 
 

夫の収入が不安定なので、ミシン掛けの仕事で家計を支えています。 

マングローブの植林 参加した小学生 軍や警察も参加 

有機肥料の作り方を学ぶ 貯水タンクが到着 

勉強を頑張るスンバ島の子ども

たちを遠くから応援しています。 

ねぎの収穫 

東スンバ県…小学生に通学用バッグの配付 
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2017年度 海外交流事業 計画／報告 ／ 2018年度 計画案 

 

■海外交流事業 参加者の声 （横山理事の見学） 

1日目は、チェンナイから夜行列車で、ディンディグルに朝到着。午後は、事業地へ行き、事務所で概要説明を受けた後、縫製工場と市場を見学。2日目は、ミミズたい肥施設、エスバラス村とママラスパティ村の農地を見学。 

2日目の農家見学では村の集会所で、エスバラス村とママラスパティ村両村の組合役員に集まってもらい話を聞きました。組合長以下役職者が 18人ほど参加。事業に対して期待感を持っているという印象でした。また、井戸がもっと 

欲しいというような意見が出ていました。月に一回ここで集会を行い、勉強会や事業運営について話し合うそうです。 

見学した農家では、トマトと玉ねぎを収穫し、出荷準備中でした。また、LIFEで設置した井戸では植林した果樹に水やりをしていました。見学した井戸では、15軒ほどが生活用水、農業用水として利用しているとのこと。 

井戸は 7か所予定通り設置されています。果樹配布は、6,700本配布済みでした。近くの町で収穫野菜の販売候補となる市場を見学。週一回ということで人が非常に多く、近隣の農家が野菜が持ち込んで売っていました。 

全体を通した感想として、多くの事業を実質 4か月程度で行っていて、進捗としてはとてもよいと思いました。一方、チェックダムなどの土木系事業はエンジニアが必要なのでその確保を早急に考える必要があります。また有機 

農産物の販路の確保は重要な課題と思います。 

 

  

2017年度 海外交流事業 計画 2017年度 海外交流事業 報告 2018年度 海外交流事業 計画案 

 

■海外交流事業【インド】 

担当：米山／ 現地コーディネート：米山 

 

・春ツアーを開催する予定 

 インド赴任が 6月となるため、夏ツアー開催が不確定であるため 

 

 

 

 

■海外交流事業【インドネシア】 

担当：古賀・米山 ／ 現地コーディネート：古賀・米山 

 

・2018年度計画なし 

 

 

■同左 

担当：同左 

 

・ツアー未実施 

インド赴任が 11月に延期。準備、広報が間に合わなかったため。 

・事業地見学ツアー実施 

2018年 3月に横山理事が事業地を見学。コーディネートをインド事務局側

で手配。 

 

■同左 

担当：同左 

 

・ツアー未実施 

現地ＮＧＯの受入れ体制が整っていないため、不特定多数を集めたツアーは

行わない予定 

 

■同左 

担当：同左 

 

・夏期にツアー実施予定 

・春期にツアー実施予定 

・5月 29日（火）に青山学院大学にて合同説明会をスタディーツアー研究会

（任意団体）の米山として事務運営予定。 

（コーディネート料はスタディーツアー研究会から受領予定） 

 

■同左 

担当：同左 

・ツアー未実施予定 

 

※インド、インドネシア共に会員の事業地訪問のコーディネートは依頼が入

れば可能な範囲で実施予定 

※ツアー安全管理講習会は全職員参加予定 
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2017年度 国際理解促進事業 計画・報告 ／ 2018年度 計画案 

 

 

 

 

 

2017年度 国際理解促進事業 計画 2017年度 国際理解促進事業 報告 2018年度 国際理解促進事業 計画案 

 

① 大学での講義 

講師役の米山が不在となるため、実施未定 

 

② 自治体国際化協会からの講演会登壇 

登録者および講演スキルがある米山が不在となるため実施未定 

 

③学習会・講座の企画・開催 

・事業地報告および課題報告会の外部への積極的広告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・修学旅行生 訪問学習は、受入経験のある米山が不在となるため実施未定 

 

 

 

④スタディーツアー研究会との協働 

事務局機能を分散、主に広報、冊子販売を他メンバーと連携して実施 

 

 

 

①同左 

北海道教育大学にて出張講義（米山） 

 

②同左 

職員：古賀で再登録したが依頼なし 

 

③同左 

【総会 第二部 行ってらっしゃい米山さん！インド事業のこれから】 

5月 20日実施 

内容：インドへ駐在する米山事務局長を囲んだトークショー（参加約 20人） 

 

【スパイシーサロン】6月 10日実施 

内容：寄付企業の社員向けにスンバ島支援の説明、インドネシア料理を作っ

て楽しむ交流会（参加 20人） 

 

【スンバ島の子供１日体験ゲームと試食会】9月 3日実施 

内容：高校生が作成した島の現状が分かるゲームとチャイ・パパドの試食会。

グローバルフェスタのプレ体験ボランティア会（参加 15人） 

 

【民族衣装サリー＆サロン体験会】3月 24日実施 

内容：民族衣装サリーとサロンの体験と事業地説明会（参加 3人） 

 

【中高生対象 ＮＧＯ訪問学習】 5月 16日実施 

内容：ＬＩＦＥ活動内容、文化・ボランティア体験など（参加５人） 

 

 

④同左 

・スタディーツアー研究会の代表である米山がインド赴任のため、事務局機

能や冊子販売拠点を他メンバーに譲渡。協働活動は特になし。 

・他ＮＧＯとの大学でのスタディーツアー説明会の事務代行。青山学院大学

にてツアー説明会を 5月に実施 

 

①同左 

北海道教育大学にて出張講義（米山の帰国時） 

 

②同左 

登録内容を変更して再登録の検討 

 

③同左 

ボランティアへの社会的関心が広がっているため、ボランティア活動を絡め

たイベントなどが集客あり。企画検討中。 

 

【中高生対象 ＮＧＯ訪問学習】 4月 11日実施済 4名参加 

内容：ＬＩＦＥ活動内容、事業地文化体験、ボランティア体験など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④同左 

他ＮＧＯとの大学でのスタディーツアー説明会の事務代行 

青山学院大学にてツアー説明会を 5月 29日に実施予定 
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2017年度 国際理解促進事業 計画・報告 ／ 2018年度 計画案 

 

 

 

 

 

2017年度 国際理解促進事業 計画 2017年度 国際理解促進事業 報告 2018年度 国際理解促進事業 計画案 

 

⑤他団体主催のイベントへ参加 

・グローバルフェスタ JAPAN 

 主催：外務省・国際協力機構・国際協力ＮＧＯセンター 

 内容：活動紹介・物品飲食販売 

 

 

 

 

 

・暁星学園中学高等学校文化祭 

 主催：暁星学園 

内容：ボランティアクラブの生徒による LIFEが仕入れた物品等の販売 

 

 

・ふれあい満点市場 

主催：東京ボランティアセンター 

内容：活動紹介・物品販売 

 

 

・その他イベント出展への検討 

 

⑤同左 

・同左（9/30～10/1） 

 主催：同左 

 内容：活動紹介・物品飲食販売・民族衣装の体験 

出展料：一般テント１張・飲食店テント 1/2張 各 17,820円 

※今年は新規に本部ブースにて【スンバ島すごろくゲーム】 

【インドネシア語で自己紹介】【ＬＩＦＥ活動紹介】を実施 

※運営ボランティア約 30名・インターン 4名・職員・理事にて実施 

 

・同左（9/30～10/1） 

 主催：同左 

内容：NPO法人 ラ・メール作製クッキー販売 

 

 

・同左（2/10） 

主催：東京ボランティアセンター 

内容：活動紹介・物品販売 

※運営は事務局・インターン１名にて実施 

 

・第１回 ちよだコミュニティラボライブ！（3/10） 

主催：千代田区 

内容：区内交流に興味がある方へ向けた活動紹介 

※運営は事務局・インターンとボランティア各１名にて実施 

 

※アースディ東京は出展料が高額（展示だけで 32,000円）、出品も人工化学

添加物、遺伝子組み換え食品の不使用、フェアトレード製品の推奨を掲げ

ているためハードルが高く不参加が続いている。 

 

⑤同左 

・同左（9/29～9/30予定） 

 主催：同左 

 内容：同左 

出展料：一般テント１張・飲食店テント 1/2張 各 17,820円の予定 

※本部ブースにて【スンバ島すごろくゲーム】【インドネシア語で自己紹介】

【ＬＩＦＥ活動紹介】を実施予定 

※運営ボランティア・インターン・職員・理事にて実施予定 

 

・同左（9/29～9/30予定） 

 主催：同左 

内容：NPO法人 ラ・メール作製クッキー販売・パパドの販売予定 

※LIFEフェアトレードチームが考案したチャイクッキーレシピ提供が縁。 

 

・同左（2/9予定） 

主催：東京ボランティアセンター 

内容：活動紹介・物品販売 

※運営は事務局・インターン各１名にて実施予定 

 

・第２回 ちよだコミュニティラボライブ！（開催未定） 

主催：千代田区 

内容：区内交流に興味がある方へ向けた活動紹介 

※今年度に実施するか未定 

 

・その他イベント出展への検討 

 

 

スンバ島の子供１日体験

ゲームと試食会 

 

 

スパイシーサロン 

運営委員会と職員と共に 
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2017年度 市民活動推進事業 計画・報告 ／ 2018年度 計画案 

 

  

2017年度 市民活動推進事業 計画 2017年度 市民活動推進事業 報告 2018年度 市民活動推進事業 計画案 

 

①物品寄付 

・物品寄付の協力 企業・団体 50、個人 90名を目標 

（昨年は 41団体、個人 83名） 

 

 

②NGO,企業ネットワークを活用して企業へ連携協力（１社） 

ネットワーク登録および交流会への参加 

 

 

 

③自治体のボランティアセンターとの協働 

 ちよだボランティアセンター、東京ボランティアセンターへ情報提供 

 

 

 

①同左 

・物品寄付の協力 企業・団体 35社、個人 69名 ※匿名者は未カウント 

※減少傾向にあるため会報送付時や寄付領収書の発行時に物品寄付のお願い

を挟む等の対策が急務 

 

②企業との連携協力 

・切手仕分隊ボランティア 企業団体 5社が定期参加 

 

 

 

③自治体のボランティアセンターとの協働 

・東京ボランティアセンター主催「夏のボランティア体験会」に登録、 

ちよだボランティアセンターも同時期に登録。約 30人が参加。 

 

④ＡＣＴ 留学生インターン受け入れ 

・ベトナム人留学生の短期インターンの受入れ。イベント広報等を担当。 

 

 

①同左 

・物品寄付の協力 企業・団体 40社、個人 90名 目標 

※減少傾向にあるため会報送付時や寄付領収書の発行時に物品寄付のお願い

を挟む等の対策が急務 

 

②同左 

・切手仕分隊ボランティア 企業・団体 5社が定期参加予定 

・新規でボランティア会を社内で開催予定１社 

 

 

③同左 

・東京ボランティアセンター主催「夏のボランティア体験会」に登録、 

ちよだボランティアセンターも同時期に登録。約 30人を参加目標。 

 

④同左 

・助成対象法人の要件を満たさないため今年は申請なし 

 

 

事務局での 

ボランティアの様子 

 

①事務局の整理整頓 

②寄付品の整理 

などをお手伝いして 

頂きました！ 

 

グローバルフェスタ 

の様子 

 

①パパド・チャイの販売 

②すごろくゲーム 

③インドネシア語 講座 

④民族衣装の体験会 

など 
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2017年度 組織強化 計画・報告 ／ 2018年度 計画案  

 

  

2017年度 組織強化 計画 2017年度 組織強化 報告 2018年度 計画案 

 

【会員・ボランティア】 

 

①会員数目標 

・正会員（個人 40名、3団体） 賛助会員 80名 

・募金キャンペーンに合わせての会員募集 

・会員交流に参加する非会員、寄付協力者を勧誘 

・ツアー参加による賛助会員獲得 

・旧ツアー参加者の会員継続のお願い 

 

②会員相互の交流会 

・居酒屋さんまで、ただ呑む会（2～３カ月実施予定） 

・会員主催の花見、田植え、稲刈り、花火大会 

 

 

③ボランティアおよびインターン活動 

・寄付切手の価値を高める「切手仕分隊」の活動 

・ボランティアおよびインターンの受入れ 

 

 

 

①同左 

・正会員（36→37名 2→ 2団体 計 39名） 賛助会員 72→65名 

・募金キャンペーンに合わせての会員加入 1名 

・会員交流に参加する非会員、寄付協力者から会員加入 1名 

・旧ツアー参加者の会員継続のお願いをして再加入 2名 

・退会理由は高齢と新規ツアー参加者の未継続 

 

②同左 

・居酒屋さんま 飲み会（2～３カ月ペースで実施） 

・会員主催の花見、田植え、稲刈り、花火大会の実施 

・花見参加者へ寄付お願い 8,900円の寄付 

 

③同左 

・寄付切手の価値を高める「切手仕分隊」、5社と個人 2人が継続参加 

・ボランティア 70名以上参加、うち継続参加が新規２名 

 物品寄付の整理、事務局の整理、整頓、清掃、イベント補助等 

・駐在インターン１名、国内インターン４名参加、継続２名 

 留学生２人（助成金補助で参加１名）、高校生２名、イベントのメイン企画、

エクセルを使用した表作成等 

 

 

 

 

①同左 

・正会員 42名 賛助会員 70名 

・募金キャンペーンに合わせての会員加入 

・会員交流に参加する非会員、寄付協力者から会員加入 

・旧ツアー参加者の会員継続のお願い 

・退会後も募金案内等を通した再入会のハードル下げ 

 

②同左 

・居酒屋さんま 飲み会（2～３カ月ペースで実施） 

・会員主催の花見、田植え、稲刈り、花火大会の実施 

・参加者へ募金、入会の案内 

 

③同左 

・寄付切手の価値を高める「切手仕分隊」継続参加の呼びかけ 

・ボランティア 70名以上参加を呼び掛け 

 物品寄付の整理、事務局の整理、整頓、清掃、イベント補助等 

・国内インターン継続１名、新規２名追加予定 

 イベント担当として高校生・大学生に募集予定 

 

 

古園恭子さん 

駐在インターンとして米山事務局長と共に

インドで活躍中！ 

任期は 2018年度 7月までの予定です。 

 

太刀野由唯さん（高校生） 

すごろくゲームの制作者。学校帰りや夏休み

を利用して活動。6～9 月までの短期インタ

ーンとして活躍しました。 

 

ホウ・ケツエイさん （大学院生） 

中国から留学中。フェスの展示担当者。 

6～9 月までの短期インターンとして活躍

しました。 

 

グェン・ティー・トゥ・ライさん（大学生） 

ベトナムから留学中。短期インターンとして

活躍。フェスのお手伝いやクラウドファンテ

ィングについて調べてもらいました。 

 

廣瀬夏美さん （高校生） 

6 月頃から現在まで活動中！事務局のお手伝

いや寄付品の帳簿付け、フェスの準備などで

活躍しています。 

■2017年度 インターン紹介 

 

↓の方々は 2017年度中にインターン卒業しました。 

活動ご参加、ありがとうございました。 
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【募金寄付金】 

 

①ひまわり募金(募集期間：６月～８月) 

・目標金額 30万円 

 

 

 

 

②クリスマス年末募金(募集期間：11月～３月) 

・当初の目標金額 150万円、※募集時は 200万円 

 

 

 

③マンスリーサポーター参加 

・会員にはならずに定期的な寄付を行えるマンスリーサポーターの 

 周知や告知をＨＰ、会報、各種イベントで勧誘 

 

④物品寄付(2004年より開始) 

・きしゃぽん古本募金 25名 30,000円 

・使用済切手 100,000円 

・レア切手 適宜 

・未使用切手 100,000円 

・切手仕分隊が発見した切手 100,000円 

・郵便ハガキ 約 3,000枚 200,000円（切手換金額） 

・その他金券寄付 50,000円 

・その他 物品寄付 適宜募集 

 

⑤その他寄付 

・無指定寄付 40,000円（キャンペーン期間除く） 

・インド指定寄付 15名 90,000円 

・インド教育ローン指定寄付 １名 300,000円 

・インドネシア指定寄付 25名 900,000円（会社からの大口寄付含む） 

・植林給水指定寄付 15名 150,000円 

 

 

 

 

①同左(募集期間：7月～9月) 

【インドネシア スンバ島に森の復活を】参加 80の団体・個人 

・キャンペーン期間の募金・寄付 665,562円（目標金額まで＋約 16.5万円） 

・ひまわり募金の 7割インドネシア事業、3割を管理費として広報 

・ギブワンからの匿名募金が多数 

 

②同左(同左募集期間：12月～3月) 

【安心して暮らせる村をつくるために！】参加 170の団体・個人 

・キャンペーン期間の募金寄付 1,678,000円（目標金額まで－約 32万円） 

 

 

③同左 

・マンスリーサポーター 30周年記念行事をきっかけに２名追加 

・１名脱退、全体で５名参加（会費の月賦支払を除く） 

 

④同左 ※すべて換金額 

・きしゃぽん古本募金 9名 14,289円 

・使用済切手 約 75ｋｇ 63,000円 

・レア切手 6,210円 

・未使用切手 25,310円 

・切手仕分隊が発見した切手 94,563円 

・郵便ハガキ 2,498枚  118,733円 

・その他金券 79,582円 

・文房具等 段ボール４箱分 

 

⑤同左 

・無指定寄付 45名 732,174円 

・インド指定寄付 10名 346,120円 

・インド教育ローン指定寄付 2名 500,000円 

・インドネシア指定寄付 22名 2,803,755円 （会社からの大口寄付含む） 

・植林給水指定寄付 6名 66,000円 

 

※会費 843,000円 

※現金による寄付 4,558,849円 

※古本・切手等の換金寄付 401,687円 

 

 

 

①同左 

・参加 90の団体・個人 

・キャンペーン期間の募金・寄付 目標金額 70万円 

・クレジットカード寄付が可能なギブワンの活用 

 

 

②同左(募集期間：12月～3月) 

・参加 180の団体・個人 

・キャンペーン期間の募金寄付 目標金額 200万円 

・ギブワン寄付者の目に留まりやすいキャンペーン名を考案必須 

 

③同左 

・マンスリーサポーターではなく名称を変更し参加しやすくするなど 

・目標 7名参加 

 

④同左 

目標は予算案参照 

・きしゃぽん古本募金 20名以上の参加目標 

・使用済切手 約 100㎏ の収集目標 

・レア切手 は引き続き換金予定 

・未使用切手も収集予定 

・切手仕分隊の継続参加 

・郵便ハガキ 3,000枚 目標  

・その他金券、文房具等 適宜受付 

 

⑤同左 

目標は予算案参照 

※植林給水指定寄付は参加者が少ないため特別に設定しない予定 
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2017年度 組織強化 計画 2017年度 組織強化 報告 2018年度 計画案 

 

【内部強化】 

① 年次総会の開催 

5月 20日（土）に開催予定 

 

②各種委員会 

・2～３カ月に１回、定期的な開催により活動の活発化を図る 

・運営委員会開催日を公開化し、より活発化させる 

 

 

 

③組織強化のための職員の研修参加 

 

 

④通信機器・情報・受信機器環境整備 

・会員管理ソフトの変更を実施 

 

 

 

 

【広報】 

・会報「みらいの樹」73～76号 計４回発行予定 

・メルマガを月１回配信 

・イベント情報のチラシ作成とネット掲載 

東京ボランティアセンター：広告とネット掲載 

 ちよだボランティアセンター：広告とネット掲載 

 ボランティアデータベースサイト「ACTiVO」 

 認定 NPO法人国際協力ＮＧＯセンター（JANIC）の「NGO掲示板」 

 独立行政法人国際協力機構（JICA）のネット掲載「PARTNER」 

 スタディーツアー研究会サイトへネット掲載 

社会人やプロボランティア募集サイト「もんじゅ」活用 

Facebook、グーグルの NPO広告枠の活用 

ブログ更新 70回目標、facebookは積極的にイベントグループへ掲載 

 

 

 

①同左 

5月 20日（土）に開催 

 

②同左 

・年 6回 開催 

・非会員が見学した回あり 

・ビジョン作成とツアータスクに分かれて議論 

・認定ＮＰＯ法人の取得チームの結成 

 

③同左 

・企業ビジネス交流などの連続講座、広報力アップ研修などに参加 

 

④通信機器・情報・受信機器環境整備 

・会員管理ソフトの変更を未実施、セールスフォース社の無償品を検討中 

・3年契約のセキュリティソフトをインストール済み 

・インド事業用にノートＰＣ２台購入 

・インド事業用にデジタルカメラ購入 

 

【広報】実績 

・会報「みらいの樹」73～75号 計 3回発行、76号は 2018年 4月発行予定 

・メルマガを月１回配信達成 

・イベント情報のチラシ作成とネット掲載 

東京ボランティアセンター：広告とネット掲載 

 ちよだボランティアセンター：広告とネット掲載 

 ボランティアデータベースサイト「ACTiVO」有料化のため掲載縮小 

 認定 NPO法人国際協力ＮＧＯセンター（JANIC）の「NGO掲示板」 

 独立行政法人国際協力機構（JICA）のネット掲載「PARTNER」 

グーグルの NPO無料広告枠の申請済み 

ブログ 15回、facebook・twitter170回、instagram79回の更新 

 

 

①同左 

2018年 5月 26日（土）に開催予定 

 

②同左 

・2～３カ月に１回、定期的な開催 

・定期的な外部公開日を設ける 

 

 

 

③同左 

・ツアー安全管理講習２名４月に受講予定 

 

④通信機器・情報・受信機器環境整備 

・会員管理ソフト変更、セールスフォース社の管理プログラムの具体的検討 

・オフィス 2007から 2016への更新作業の実施 

・認定ＮＰＯ法人サービスグラントと企業ボランティアの協働で整備予定 

 

 

【広報】 

同左の内容を継続予定 
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【資金調達方法】 

 

①自動引落の利用 

・新しい集金会社へ移行（会員総会や継続願い等で未加入者を取り込む） 

・ゆうちょ銀行による自動引落も同様に勧誘 

・手数料の高い集金会社に未移行者 8名に対して移行を願う 

 うち転居先不明者の行方を追う 

 

②インターネット募金の利用 

・GiveOne（運営：公益財団法人パブリックリソース財団） 

 

 

 

・その他のインターネット募金やインターネット広告を実施 

 Facebook広告、グーグル広告の利用などの検討 

（NPO無料または低価格広告の利用） 

 

③認定 NPO法人取得 

・申請に向けた会計不備等のアドバイスを公認会計士から受ける 

・職務規定や労務関係の整備を社会保険労務士から受ける 

・知識のある方にアドバイスを頂く 

 

 

 

①同左 

・新規利用者４名 

・旧自動引落の利用者は 7名、継続的に変更のお声掛け 

・転居先不明者の行方はつかめていない 

 

 

②同左 

・GiveOne（運営：公益財団法人パブリックリソース財団） 

 ギブワンに特設ページを設けて、キャンペーン募金の呼び掛け、 

 約 30名利用（例年、特定の会員１名のみ）、約 17万円の寄付あり 

 

・実施には至らず。グーグル無料広告についてはアカウント申請済み 

 

 

 

③同左 

・東京都へ申請書を 2018年 3月に送付。現在は審査中。書類は受理された。

実地調査を経て最短で約半年ほど審査にかかる予定 

 

 

 

①同左 

・継続会員が入金後に自動振替をおススメする 

・旧自動引落の利用者は 7名は継続的に変更のお声掛け 

・転居先不明者の行方を調査 

 

 

②同左 

・同左 

クリスマス年末募金の参加が少ないためキャッチコピーを重点検討 

 

 

・グーグル無料広告の配信予定 

 

 

 

③同左 

・都の実地調査に向けた事前準備、認定取得後を見据えたインフラ整備 

 

■2017年度 ひまわり募金チラシ ※このチラシは有志ボランティアさんが作成して頂きました ■2017年度 クリスマス年末募金チラシ 


